






【ベランダでの設置例】
ベランダ等で設置する場合は、下の写真を参考にしてください。
アース線はスノコや人工芝で隠しても、SWRに影響は少ないですが、水たまりなどが出来ないように、水はけには注意
をしてください。

（写真1）
手すりの支柱にマストポール（DAP600）を固定し、エレメン
トをマスト先端に据え置き、ATUはマストに固定した例

（写真2）
ATUをマストから離して設置した例
ATUはCG3000

【アース（カウンターポイズ）の設置について】
ベランダが金属性である場合は、アース面として有効利用
する方法もあります。
ベランダバルコニーの手すりや金属部分があれば、チュー
ナーのアース端子から、平型網線（当社製TPES3）などを応
用して接続が可能な場合があります。 接触部分には、導電
グリス等を使用して、結合を密にするとより効果的です。

アースは点ではなくアース端子から金属面積の多い部分
に結合させたほうが、周波数全域でチューニングが取りや
すくなります。 ハイバンドでチューニングが取りにくい
場合は、チューナに近い位置でアースを変化させれば
チューニングが取りやすくなります。

高周波の回り込みがある場合は、同軸ケーブルの無線機に
近い位置へアンテナコモンモードフィルター（当社製
CMF2000など）を挿入して回り込みを防止してくださ
い。 特に無線機のALC回路に回り込む可能性があります
ので、チューニング時の指定出力（10W程度)でチューニン
グを行ってください。

アース（カウンターポイズ）の取り方例 ②

10m程度を1～3本
伸ばさずにある程度まとめるパターン

アース（カウンターポイズ）の取り方例 ①

10m程度を1～3本
まっすぐ這わせるパターン

（写真3）
アース（カウンターポイズ）を実際に取った例
撮影時は5mを2本取っている
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【移動運用での設置例】
写真は移動用タイヤ乗り上げ型簡易マストべース（TMB）を使用し、5段伸縮アンテナポール（DAP600）を使用して設置
する方法です。 DAP600は最短で伸ばしていません。

アンテナポールをあまり上げずに付属の給電線が届く範
囲でご使用ください。 付属の給電線は、アースになるポイ
ントから直接出来るだけ離して設置してください。 給電
部の絶縁材とATUのホット側はショートしないようにご
注意ください。

アンテナポール用三脚スタンド（AS603）もご使用できま
すが、エレメントが長く重量がありますので、強風などで
転倒しないよう絶縁性の高い材質のステーロープをしっ
かりと張ってください。

（写真4） CG3000を使用した例＜全景＞ （写真6） AH-705を使用した例＜全景＞

給電ケーブルは束ねたり
丸めたりせず、マストと
平行しないようにして、
できるだけ離す

マストにビニールテープ
を巻き、ATUの取付金具
と絶縁させると効果的

（写真5） ATU給電部を拡大 （写真7） ATU給電部を拡大

写真5と同様に、給電
ケーブルを束ねたり、丸
めたりせず、マストから
できるだけ遠ざける

AH-705の場合は、ATU
にあるカメラネジを使用
して、三脚にATUを固定
する

　　注意
・ AH-705で50MHz帯をご使用になられる場合、設置条件によっては
チューニングが取れない場合があります。

・ AH-705のターミナル端子は、ねじの外径が大きいため、CPATUの給
電ケーブルに圧着されている丸端子が通りません。
大変お手数ですが、下図のように端子の一部をニッパーなどでカット
して穴を広げ、ターミナル端子に接続していただきますようお願いし
ます。
なお、AH-705以外の当社で動作検証しているATUにつきましては、丸
端子をカットせずに使用できることを確認しています。

ニッパー等で丸端子先端を点線のようにカットする

－5－








